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対数微分法により，次の関数を微分せよ。ただし，����の�D�は定数とする。２
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121両辺の絶対値の自然対数をとると、
9170よりが>0 である 1.glは1=デ log I n t l l + I log1で+21
両辺に自然対数をとると. 噐す こ 2 は " " が微分すると、

両 辺 が 鯲 、

参はこないが i

logy = 2 a loga d y篅・デ=デ求+デ"ただ2110選
噐 = T a i iii"橋で，は

③ 両上の絶対値の自然対数をとると.

logは1=2logH I - I log192+が I
こ と

が 微 分 が .
出す=2・ジージー"

11） 両辺の絶対値の自然対数ととると. 毖がは彧に高邈logは1=4log Int31-2log I n t l l-3logIn+21
（4） a soなので、 a " " > Oが微分すると

両辺の自然対数をとると袋がさなーだ logy = s i n n logた

𪆐 = E i

yfでCosa loga t sixだ
噐 飂 4 . f i dyだがた。

❤
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gecinejpeee

が 微 "
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対数微分法により，次の関数を微分せよ。ただし，D�は定数とする。３
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（6） Noであるから だっ0（5）NOであるから '，な、>0
両辺の自然対数をとると、

両辺の自然、対数をとると、
logy = j logx

logY = logI-logR-log01
2で微分すると

-_-（log1）2
が微分すると 篅、f=デ卵だが

d y I

a .
g-.-2logでも 算.gl.. には'_'

噐諴ぽり
黒 . i e

毖が .'涇
影 が 興

x


